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6
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（事務局：一般社団法人気仙沼地域戦略）

事務局長 小　松　志　大
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9
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１．報告１ R7-3：デジタルハーバーマネジメントシステム①
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取り組み 適用領域 活用するデジタル技術 課題解決、期待効果 乗り越えるべきハードル

係船管理・采配・監視システ
ムの構築

漁船プロフィールの作成とシ
ステムへの紐づけ、動画配信

気仙沼漁港

カメラ・AI
映像／画像解析
動画配信

係船調整システム
施設管理システム

係船管理の省力化・効率化
漁港利用の最適化・高度化
船/港/市場のコンテンツ化

船舶に関する映像・画像解析技術
出港・係留に関する行政手続きの

オンライン化

参考情報（事例・技術・規制等） ベンダー・ステークホルダー 地域経済・社会への波及効果

港湾関連のデジタル化・データ連携 （国土交通省）
https:／／www.mlit.go.jp／kowan／content／2_kanri.pdf

船舶係留システム開発:
https:／／www.jcca.or.jp／files／achievement／hokoku_etc／r01gyomukenkyu／4-3.pdf

神奈川県海岸・港湾監視カメラMAP
https:／／www.pref.kanagawa.jp／docs／f4i／tsunami／p613103.html

システムインテグレーター
宮城県
全国漁港漁場協会 等

漁港の安全・防犯対策
入出船・係船情報の観光での活用

KPI 実施年度

・スムーズな漁港利用
・安全・安心な漁港利用
※取組みの性質上、KPIの数値化は困難であることから、本構想においては記載しない。

令和７年度～令和８年度

２．報告１ R7-3：デジタルハーバーマネジメントシステム②

<R7-3> デジタルハーバーマネジメントシステム

（不確実性への挑戦）
現在は人の手によって港の状況を把握する段階に留まっており、漁船ごとの利用岸壁のタイムリーな調整や連続的な港の監視には至っていない。デジタルによる港

の監視や各船のデータによる予定申告に基づくAIによる港の利用調整などデジタルハーバーマネジメントシステムを確立したい。デジタルがハーバーマスターとなる
漁港の創造である。

※ 上記の取り組みにおける詳細な事例研究や具体的な要件定義や基本設計、ならびに仕様策定は拠点選定後の協議会において議論することとします。

https://www.mlit.go.jp/kowan/content/2_kanri.pdf
https://www.jcca.or.jp/files/achievement/hokoku_etc/r01gyomukenkyu/4-3.pdf
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/f4i/tsunami/p613103.html


３．報告２ 今年度取り組みスケジュール
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４．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理に関する要旨（事務局まとめ）

1. 総論

① 気仙沼漁港（特定第三種漁港）は県管理

② 漁港利用は自由を原則とするが，気仙沼漁港は利用者が多いため，「気仙沼漁港利
用協議会（以下，「協議会」）を発足し，漁港利用の実務を担っている。

③ 協議会は，年間約２００万円の予算で活動
※収入：県・市・関係機関の負担金 ／ 支出：監視員の人件費

④ 岸壁利用は，漁期に応じて，県・協議会が方針を定めて，関係者に周知。
※周知方法：関係機関通知，漁港エリア掲示，県HP・市広報掲載 など

2. 漁港利用者は

① 利用方針に基づき自由に係留先を確保して利用

② カツオ船，サンマ船，近海船などは水揚げ目的に入港するため，問屋が介在し係留
先の調整を担っている。気仙沼漁協はこの入港を把握している。

③ 遠洋船は，「えんよう」「北かつ」が係留先の調整を担っている。水揚げに関わら
ないため，気仙沼漁協はこの入港を把握していない。

④ 上記大型船の係留エリアは，港町出港岸壁，コの字岸壁エリア

⑤ 大型船は仕込み・艤装・出港等を目的に朝日ふ頭（商港）岸壁も利用。
※朝日ふ頭（商港）岸壁（国交省・県土木事務所管理）…第１～６バースあるうち，
第１・２バースについて，協議会がシーズンに応じて利用の調整役を担っている。
第３～６バースは船・船主が県土木事務所に直接相談のうえ利用。

⑥ 小型船は内湾とコの字北側を利用し，自分が留める場所としてある程度固定化

⑦ 近海マグロ船，近海トロール船（造船所がコントロール）ドック絡みの係船あり。
２週間～１か月間で，コの字岸壁を中心に，港町出港岸壁を利用

⑧ まき網運搬船の水揚げ後係船。まき網船団一ヶ統毎の係船（通常４隻），水揚げ後，
申し合わせ休漁中（漁場が気仙沼に近い時・水揚げした時に係船可能性あり）。
※まき網船団は夜出港，翌朝～午前中帰港。

3. 漁港管理側は

① 協議会の監視員（２名）は毎日係留状況を確認し（９時開始），２回（月・木）／
週ペースで「係船調書」を作成し，実績ベースで利用状況を把握

② 利用方針に反する係留船については，自らは指導せず，県が対応

③ 監視員は漁船員OBが低賃金で担っている状況にあるほか，高齢につき雇用継続が
課題

④ 仮に監視員がいなくなった場合，利用方針のとおりの運用が崩れるおそれ
※実例：港町桟橋エリアにおける１９ｔ小型船の横付け係留

4. 長期係留について

① 発生場所はコの字のみならず，湾内全域で発生しうる。

② 県漁港管理条例において，長期係留は６月以上係留しているものを対象としている。

③ 条例上定める岸壁使用料は，大型船の場合，
・６月～１年：＠６５０円／日（約２０，０００円／月）
・１年以上： ＠８５０円／日（約２５，０００円／月）

④ 大型漁船の長期係留は県内他港ではあまり例がなく，実質的に気仙沼漁港特有の課
題。

⑤ 県では６月以上の長期係留船について注視し，１年以上の長期係留の事実が認めら
れるケースに対処している。

⑥ 今年から，サンマ船について，長期係留の事実を確認し，緊急連絡先の確認・把握
を始めた

5. 係留先の確保が間に合わない事態は，時化などで生じる。

6. 関係者により係留先の確保に努めるが，入港前に係留先が確保できない場合は，他港
へ行ってもらうほか，水揚げ後すぐ出航するケース，例外的に市場に係留するケース
もある。

7. （２－⑧まき網船に関して）釧路，八戸，小名浜，銚子はまき網船団に対応できる岸
壁が豊富で横付けの対応に対し，気仙沼漁港は縦付け。⇒港間競争のハンデ

8. 過去において，

① 協議会は港町出港岸壁エリアに監視棟があり，そのエリアのみを管理し，コの字岸
壁エリアは県が直接管理していた。現行体制は震災後から。

② 係留費用を徴取し，協議会収入にしていた
※横付け：＠５００円／日，縦付け：＠３００円／日

9. 内湾奥について，アクティビティ利用の社会実験を行っているが，隣接する漁船への
理解を行って対応している。将来的にエリアの特定をイメージしている。
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５．報告３ 気仙沼漁港の管理者について

【管理者】

○施設管理者

宮城県

○利用の管理実務

気仙沼漁港利用協議会※

【気仙沼漁港利用協議会】

（以下，「協議会」）

○事務局

気仙沼漁業協同組合

○事業

気仙沼漁港区域内の
岸壁・背後地の適正利用
に関すること

○構成・予算等

別添参照１
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気仙沼漁港利用協議会
の管理エリア

気仙沼市魚市場

朝日ふ頭（商港）岸壁
※県気仙沼土木事務所管理



６．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について①

【利用】

① 岸壁の利用は漁期に応じて，宮城県と協議会が方針（漁船・期間など）を設定し，関係者へ周知（下図）

② 利用方針に基づき，漁船は問屋等を介して自由に係留

③ 係船料は無し

【管理】

① 協議会が雇用する監視員２名（漁船乗組員OB）により，２回（月・木）／週で監視し，係船調書により利用状況を管理

② 方針に違反する漁船に対する指導は県職員が随時対応

③ ６月以上の長期係留船について，県は要観察し，１年以上の長期係留に対処
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魚町３丁目

南 町

港 町

①

⑦

⑩

⑨

浜 町

浪 板

気仙沼漁港岸壁利用区分図 （R5.9.1～）

⑥

⑧

④

指定施設

観光船・台船等の
係留エリアのため
南町側は漁船不可

指定施設

魚町２丁目

③

②

⑤

観光船・台船等の係留エリアのため

鹿折河口側56mは漁船不可

小型船

⑥～⑧コの字岸壁
大中型船(7日間）

大中型船
(7日間)

係留禁止

大中型船
(30日間)

プレジャーボート等の

係留エリアのため

神明崎側は漁船不可

魚町３丁目

南 町

港 町

①

②-2

⑦

⑩

⑨

浜 町

浪 板

気仙沼漁港岸壁利用区分図 （R5.5.10～）

⑥

⑧

④

指定施設

②-1

観光船・台船等の
係留エリアのため
南町側は漁船不可

指定施設

魚町２丁目

③

⑤

観光船・台船等の係留エリアのため

鹿折河口側56mは漁船不可

小型船

⑥～⑧コの字岸壁
大中型船(7日間）

大中型船
(7日間)

係留禁止



７．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について②
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８．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について③
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※朝日ふ頭（商
港）の利用状況
は監視員の確認
により把握

年間

利用：予約制（窓口：気仙沼製氷冷凍業協同組合）

用途：氷仕込み等

条件：積込み後速やかに離岸

利用：予約無し

用途：艤装・仕込み等 第３～６バースと同様

条件：５日間以内

利用：予約制（窓口：県土木事務所）

用途：不定

条件：漁港・１・２バースの空きがない場合のみ可能

3

第３～６

バース

第２

バース

第１

バース

9 10 11 12 1 24 5 6 7 8



９．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について④
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１０．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について⑤
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【係船調書（R5.11.20時点）】



１１．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について⑥
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【係船調書（R5.8.10時点）】



１２．報告３ 気仙沼漁港の利用と管理について⑦
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繁閑に影響を与える要素 左記以外

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

サンマ漁期

サンマ船艤装 ドック内作業 岸壁作業

カツオ漁期

遠洋船入港 多い 少ない 多い

近海マグロ船入港

繁忙期・閑散期 混雑期 超混雑期 閑散期 混雑期

年間
10 11 12 1 2 34 5 6 7 8 9

【気仙沼漁港の繁忙期・閑散期】

※係船調書をもとに，各係留状況の詳細は第２回分科会までに作成（別添参照２）



１３．協議１ R7-3取組みの方向性について

Ｑ：どのような取組みになればよいか。
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（不確実性への挑戦）
現在は人の手によって港の状況を把握する段階に留まっており、漁船ごとの利用岸壁のタイムリーな調整や連続的な港の監視には至っていない。デジタルによる港

の監視や各船のデータによる予定申告に基づくAIによる港の利用調整などデジタルハーバーマネジメントシステムを確立したい。デジタルがハーバーマスターとなる
漁港の創造である。

事業スキーム（イメージ）

県

ベンダー

技術開発
・実装

漁船

意見交換・ルー
ル共有

サービス提供

・市
・協議会

KPI 実施年度

・スムーズな漁港利用
・安全・安心な漁港利用
※取組みの性質上、KPIの数値化は困難

令和７年度～令和８年度

漁港利用協議会

係船管理の省力化・効率化

漁港利用の最適化・高度化

船/港/市場のコンテンツ化

漁港の安全・防犯対策
入出船・係船情報の観光での活用

隣の船が係留期間を
過ぎている！
移動させて！

●号バースに停める
予定だったのに，先
に船が入っている！

利用

情報提供

係留する
場所がない！

係船状況の
確認は人力

デ
ジ
タ
ル

ハ
ー
バ
ー

マ
ス
タ
ー

●月▲日に入港，■
日にドック入り，★
日に出港します！

では▲日はA岸壁，
■日はB岸壁に
停めてください

AIで自動采配・指示

利用申請

デジタルハーバーマスター（仮称）による
係船管理の自動化

係船に関する手続きの簡素化

通信技術

画像認識

係船管理が困難

係留期間を
超過した船

画像で解析

警告係留期間を
●日過ぎています！
移動してください！

１４．協議１（参考資料１） R7-3：デジタルハーバーマネジメントシステム



１５．協議１（参考資料１） R7-3：ゴールイメージ

係船の自動采配はデータ不足であり，すぐに着
手することは難しいため，，
まず，各漁船の係船状況（利用申請状況）等を
日別でデータベース化し，「見える化」を図る

参考：市庁用車予約・管理システム

日付 船籍 登録番号 船名 漁業種 到着時刻（予定） 係留場所 出港時刻（予定） …

2023/4/1 MG MG1-0000 A丸 遠洋鮪延縄 4:00 ③ …

2023/4/1 KO KO1-0000 B丸 鰹一本釣 4:30 ② …

2023/4/1 TY TY1-0000 C丸 さんま棒受網 0:00 ② …

2023/4/2 MZ MZ1-0000 D丸 鰹一本釣 9:00 ② …

2023/4/4 MG MG2-0000 E丸 小型大目 15:00 ④ …

… … … … … … … …



１６．協議１（参考資料２） 取組み別勉強会（１／２）

発言者 発言要旨

菅原市長 ① 多種多様な漁船が利用している気仙沼漁港の利用状況は各船が最適に利用できている状態ではないという問題意識が1点，また，漁港利用協議会では，
現在人力で実施している係船管理（係船状況の確認）について，将来的に担い手がいなくなることを危惧しており，デジタルによって係船状況を手元に集
められないか，というのが1点。
② 船の入港～岸壁利用のスケジュールを収集し，最適な利用方法を算出することができないか。必要なのは，ルールの作成がひとつ。そのためには，船
を利用実態に応じてカテゴライズする必要がある（入港・出港スケジュールに一定のパターンがある船，売船待ちやサンマ船等の長期係留船，カツオ船の
ような入出港が不定期かつ頻繁な船 等）
③ パターン化できる船の利用申請→整理という部分にデジタルが活用可能と考える。
④ 海業の中で観光客向けに，漁港内の船の出港予定や船の基本情報等を発信することができたらということも考えている。
⑤ 係船状況の把握についてはカメラがどれくらい必要になるのか，どれくらいのコストがかかるか等を検討していく必要がある。
⑥ 岸壁の予約システムにより，今，空いているのか，予約されているのか等がリアルタイムで把握できたらよい。

種子野
デジタル
補佐官

① ルール・ポリシーの構築も必要であり，物理的なキャパシティの確保という問題もあり，これはこれで解決に取組む必要があるが，並行して，現状ど
う利用されているのかをどれだけリアルタイムに把握できるかを，より簡単な方法で把握することがまず前段階にあるかと思う。

気仙沼漁
協・齋藤
組合長

① 気仙沼漁協という立場での意見になるが，繁忙期に係留場所が足りないという問題は，比較的頻繁に発生している状況。一定のルールを定めることも
大事であるが，そもそもキャパオーバーしているというのが悩み。
② より現状をリアルタイムで把握することができないか，というのがひとつ。

宮城県 ① 漁港管理については，国交省との連携はない。
② キャパオーバーの件，長期係留船の件については，デジタル化のみならず，あわせて考えていく必要がある。特に長期係留船については，なかなかコ
ンタクトが取れず県も苦慮している。
③ 原則として，漁船による漁港利用は，各々が自由に使ってくれというのが県のスタンスである一方，気仙沼漁港は昔から大変混雑しており，船主や問
屋から多くの要望をいただくこともあった。それを受け，現在，漁港利用協議会が発足しているという歴史がある。
④ 上記の事情等を踏まえ，係船状況を網羅的に把握することについては，県が直接関与することは難しいと思うが，デジタル化によってよりよい係船管
理を模索していこうという取組みについては，県としても協力が必要かと思う。
⑤ 新たな係留場所等の整備については，まず，現在実施している大水深岸壁が最優先ということで水産庁とも調整している。波板の整備要望については
県も把握はしているが，具体的な事業化については現時点では回答できない。

2023/11/27 17



１７．報告３（参考資料２） 取組み別勉強会（２／２）

発言者 発言要旨

みらい造
船・中居
工場長

① 長期係留船については，申請することとしてもらっているが，売船待ちということで申請しているものが本当に売船予定なのかどうか判断がつかない。
② 廃業し売船待ちとしている船の管理が船主でなくなっている。また，船主と付き合いのあった造船所やエンジンメーカー等は知らぬ存ぜぬの状態で，
そういった船の管理をなぜかみらい造船が行っている状況あり，みらい造船（＝中居工場長）が責任者にコンタクトを取ったりしている。
③ ルール付けや係船状況の把握も大切であるが，責任の所在があいまいなのが最大の問題であり，疑問である。（ルールを逸脱船に対してどこが責任を
もって指示を出すのか？）
④ ルールが定められた上で，キャパオーバーした場合の対応はどうするべきか等の問題もある。

気仙沼漁
協・松野
課長

① 漁港利用協議会としては，サンマ船の長期係留の時期や廃業に伴う長期係留場所の確保について，申し合わせという形で一定のルールを定めているが，
必ずしも規則に沿った利用がなされているとは言い難い状況。
② 昨年から，長期係留にあたっては県へ岸壁の利用予定を申請してもらうようお願いしている状況。

2023/11/27 18
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係船調書時系列まとめ（サンプル：R5.4.1～R5.5.31）

01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1.1 38功洋丸／63御嶽丸 38功洋丸 38功洋丸/68泉幸丸 62稲荷丸/61清水丸/68泉幸丸 18功洋丸 83雄進丸/58日香丸 8海豪丸

1.2 18瀧濱丸 62稲荷丸 62稲荷丸/61清水丸 吉栄丸 18滝浜丸 37金栄丸 8海豪丸 68北星丸 68泉幸丸

2.1 8海豪丸 37金栄丸 51喜福丸 81大喜丸 8海豪丸 さと丸 さと丸/末廣丸 さと丸

2.2 37金栄丸 1昭福丸 はやま丸 17祐喜丸 23新生丸

3 しんめい丸 3明神丸 8明神丸 8昭福丸

4

5 17福洋丸 かなえ丸 88佐賀明神丸

6 いせはま

7 北斗

8 78福徳丸/8日昇丸

9 123勝栄丸 31幸栄丸 洋隆丸

10 洋隆丸

11 86若潮丸 りあす

12 58博洋丸 たつまい 東鳳

13 8昭福丸 78寿々丸 21太陽丸 8昭福丸 38昭福丸

14 21太陽丸 38清福丸

15 78清福丸 38清福丸 38清福丸

16 1昭福丸 1太幸丸

17 86若潮丸 洋隆丸 38漁福丸 38漁福丸

18 3明神丸 たつまい 58博洋丸

19 3鹿島丸

20 88福徳丸 かいれい 5八幡丸

21 1漁吉丸

22 5福洋丸 8明神丸 88盛勝丸

23 88盛勝丸

24 88幸福丸

25 68福神丸 7光洋丸 28安洋丸

26 86若潮丸

27 28安洋丸 北斗

28 63幸漁丸

29 65欣栄丸 35欣栄丸

30 8千代丸

31 38千代丸

32 53進洋丸

33 68善龍丸

34 68福神丸

35 38欣栄丸

36 11光洋丸

37 108欣栄丸

38 8若潮丸

* 81北星丸

* 清栄丸 18瀧濱丸 55大吾丸 23新生丸 58松栄丸

1.1 2日興

1.2 1翔洋丸

2.1 18富士丸 18富士丸 18富士丸 18富士丸

2.2 38澄栄丸

3 天運丸 天運丸

4 28恵比寿丸

5 18明神丸

6 11勝丸 11勝丸

7.1 1大洋丸 1大洋丸 1大洋丸

7.2 PB港丸

8

9 魚心丸 魚心丸

10 PB海清丸

11 K.B.クルーズ

12 ファンタジー号 GパールⅡ ファンタジー号

13.1 GパールⅡ ファンタジー号 GパールⅡ

13.2 K.B.クルーズ K.B.クルーズ

14 7厚根丸 28清和丸

15 28清和丸 8昭栄丸 8昭栄丸 8昭栄丸/正進丸 8昭栄丸

16 3八幡丸／栄丸 2泰興丸 2秦興丸/正進丸 2秦興丸

17 清漁丸／2泰興丸 63御嶽丸 63御嶽丸/38功洋丸 63御嶽丸

18

19 8昭栄丸／正進丸 3八幡丸 61清水丸

20

* 芳栄丸 芳栄丸 芳栄丸

* 菊盛丸

* つり丸 つり丸

1 油槽船 53喜福丸（油槽船）

2 58喜福丸 58喜福丸（油槽船） 58喜福丸（油槽船） 58喜福丸（油槽船）

3 2丸中丸

4 88盛勝丸 58喜福丸（油槽船） 58喜福丸（油槽船） 58喜福丸

5 65新生丸

6 28新徳丸

7 8朝洋丸

8 1恵比須丸

9 18欣栄丸

10 6新興丸

11 1吉丸

12 68広寿丸

13 88花咲丸

14 88博洋丸

15 6太喜丸

16 77祐喜丸

17 18千代丸

18 81豊清丸

19 68海形丸

20 57辰巳丸

21 大一丸十八號

22 11太陽丸

23 5太陽丸

24 8大功丸 37福徳丸

* 亀栄丸

25 78寿々丸 1欣栄丸 68善龍丸

26 37福徳丸 37福徳丸 28亀鶴丸 86若潮丸 1吉丸

27 8漁吉丸 8大功丸 38漁福丸 81大喜丸 28亀鶴丸 17新栄丸 28亀鶴丸

28.1 けせん丸 68福神丸 88福徳丸 21太陽丸 8三代丸 18欣栄丸

28.2 78清福丸 68福神丸

29 88清福丸 17新栄丸 31幸栄丸 17祐喜丸 しんめい丸 51喜福丸 8日昇丸

30

31

1･2･3区
（港町桟
橋）

4･5区（湾
奥）

6･7･8･9･
10区

（コの字
岸壁）

係留NO区割り

調査日

別添参照２
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